
立命館大学 一般選抜の特長

最後まであきらめずに大学入学を目指す人に向けて、立命館大学では3月まで入学試験を行っています。

国公立大学の二次試験の手応えを踏まえた出願が可能です。
2026年度入学試験より、「共通テスト方式3月選考（後期型）」の出願期間を延長しました。

全国各地から学生が集まる立命館大学

3月まで入学試験を実施

シンプルな入試体系

3月に実施する入学試験出願期間（インターネット）※

後期分割方式

「経営学部で学ぶ感性+共通テスト」方式（経営学部）

共通テスト方式3月選考（後期型）：5教科型・4教科型・3教科型

2月1２日（木）～2月26日（木）

2月1２日（木）～3月6日（金）
※期間内にインターネットで出願情報を登録完了後、入学検定料を納入し、出願書類を郵送（出願期間最終日の消印有効）で提出することにより出願が確定します。

関西私大最大級の一般選抜募集人数比率
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全入学試験方式の過年度合格最低点を公開
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◆20２5年度出身高校所在地別の志願者状況（総志願者数 96,917名）

関東５％

近畿以外
51%

北海道・東北 1％ 関東 5％

北陸・甲信越 6％

東海 19％

中国 8％

四国 4％

九州・沖縄 7％その他 １％

立命館大学の一般選抜は、全学統一方式をはじめとする

「独自試験」と、大学入学共通テストの成績のみで合否

判定を行う「共通テスト方式」、大学入学共通テストの成

績と独自試験の得点を組み合わせて合否判定を行う「共

通テスト併用方式」の3つを柱としたシンプルな入試体系

です。メインの「全学統一方式」は3教科で実施します。

試験日が異なれば学部・方式を問わず、複数回受験する

ことができます。

近
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小数第 1位以下を四捨五入しています。

立命館大学の独自試験の出題形式・傾向は2026年度も過年度から大幅な変更はありません。よって、これまでの独自

試験の過去問題を解きながら、公開されている合格最低点を目標値に入学試験の対策をすることが可能です。また、全

ての学部・方式について合格最低点を公開しています。

＊学部・学科によって実施する入学試験方式・型や科目が異なります。

＊学部・学科によって実施する入学試験方式・型や科目が異なります。

立命館大学は、一人ひとりが目標に向かってあきらめずに努力を続けることを応援しています。本学の一般選抜は、皆さ

んがこれまでに努力する過程で身につけた力が発揮しやすい入学試験です。本学独自試験は、同じ入学試験方式であ

れば全学部で出題形式・問題傾向を統一しているため、学部に限らず対策が可能です。自分に適した入学試験方式を

見つけてチャレンジしてください。

立命館大学は、本学を第一志望とする受験生はもちろん、国公立大学等他大学との併願で受験を考えている方にも、

2月、3月まで、目標に向かって努力する皆さんに一般選抜での受験に挑戦し、入学してほしいと考えています。全国の

私立大学における一般選抜による入学者の平均比率は約4割＊であるのに対し、立命館大学では、全入学試験の総

募集人数のうち一般選抜での募集人数の比率を約6割確保しています。

また、募集人数枠が大きい分、私立大学最大級の合格者が出ています。

 ＊ 文部科学省_令和6年度国公私立大学入学者選抜実施状況より
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2026年度立命館大学入学試験の方式別募集人数比率〈総募集人数 8,194名〉

一般選抜

60%
総合型選抜、学校推薦型選抜、その他入学試験

40%

合格者数

31,328名
（2025年度入学試験）

共通テスト併用方式

独自試験の方式 共通テスト方式

■全学統一（文系、理系）
■学部個別配点
■薬学、理系型３教科など

● 独自試験 ＋● 大学入学共通テスト

■2月選考
　〈7科目型・5教科型・3教科型〉
■3月選考（後期型）
　〈5教科型・4教科型・3教科型〉

全国30試験地で受験可能
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全国各地に試験会場を設置しています。

あなたの身近な場所で受験することができます。

＊2026年度入学試験より姫路で受験できる日程が増えます。

学部・方式別  合格最低点の詳細は 64〜72ページ

入学試験日程の詳細は 6〜7ページ
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